
【ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2011　５－３】　中刷　　4/16～23　被災地支援報告　　　　　　　　　　　        　2011.05.02

                                          

●4/16～21 石巻高橋徳治商店へ総勢30名（生協合同チーム＋有機農研チーム）

ユンボ、ダンプ、発電機、揚水ポンプ、高圧洗浄機を持ち込み
瓦礫撤去・工場内重油ヘドロ除去・機器洗浄作業

 ●石巻での出来事 ■4/20、突然「警視

庁」の人達20名ほど

が・・・。しばらくして家

の前の道路に一列に

整列して敬礼。

■高橋さんの敷地の

二つ隣の家の瓦礫の

下から遺体が・・・。

■ユンボで瓦礫を撤去している隣の敷地は

、家は跡形もなく瓦礫だけが残っている。

■4/21、家の人だろうか、女性が朝からず

っと手で材木をつかんで動かそうとしている

。簡単には動かない。これを一日中やって

いた。片付けているというのか。何か探して

いるのだろうか。涙が止まらなかった。

夕方、あきらめたように自転車で去る女性。

支援ありがとう。生協合同チームにあいさつする高橋さん。　　　　　　　　茨城有機農研魚住チーム　金澤建材重機チーム

有機農研魚住さんによる機械の高圧洗
浄を心配そうに見守る高橋社長

ユンボで瓦礫やヘドロをダンプに。総計30台分の撤去。　　　　　　ユンボの前で、ヘドロを排出する生協チーム

工場内は津波が押し寄せて船の重油がまざったヘドロで埋　　　本社工場前の瓦礫の山。前には3階建てが1階部分が潰れて
まった。ヘドロを真っ黒になって掻き出す生協チーム。　　　　　　　斜めになっている電気会社。　

（上）機械が津波で押しつぶされ
ている。（下）工場内にミニユンボ

ようやく笑顔が見られるようになった高橋社
長。工場前をフォークリフトで作業。
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●4/21～22　岩手県三陸町綾里　コタニ岩手工場

●4/21　福島県西白河郡矢吹町 『蔵の素』の大木大吉本店

●4/22　宮城・黒澤さん、「大地よ鎮まれ！」毎年恒例の地鎮祭と初田植え

ようやく水道が通い、社員総出で工場内のヘドロ除去作業　　　　　　　　下半分は津波にかぶったわかめの乾燥機

回りは壊滅状況の中、奇跡的に

残ったコタニ工場
「頑張って再建します」（中央：小谷社長）

2階は無事！階段を直せば一部業務再開へ

息子の伸嘉さんは震災後、被災地の炊き出しに奔走

「被災地の皆さんと一緒に頑張っていきた

いです」（地元テレビのインタヴューに）
東北全体の復興を祈念する黒澤さん

「地震で落ち込んだ町全体を元気に

させるような新しい商品に取り組ん

でいきます」（5代目・大木社長）

屋根瓦や土壁

の多くは崩落

築100年を超える家屋は大きく倒壊

蔵タンクも1/5が被害


